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業 界 の 声

味噌醤油製造	 �12月の出荷量は、前年同月比で味噌が100．7％、醤油は94．2％であった。年間出荷量は、前年対比で
味噌が98．7％、醤油が98．5％となっている。

ニット	 �春夏物の生産が最盛期に突入し、各社とも十分に仕事を確保している。しかし、百貨店の前売り状況
は不振であり、投入直前での企画の変更や差し替えが例年よりも多く、採算がとれない状況にある。
また、加工賃や納入価格の引き下げ要求も強まっている。

繊維製品	 �春物生産の最盛期に入ったが、全国的に寒い日が続いたため、未だ冬物が売れている。2月になると国
内生産の春物製品が店頭に並ぶが、消費者はこの寒気が過ぎないと購買意欲が出てこないため、春物
の追加生産は期待できない。また、円高のために海外で生産された製品が格安で販売されている。

一般製材	 �厳冬期のため並材の需要が落ち込んでいる。役物製品は品不足となっているが、製材工場は大雪等の
影響で生産が落ち込んでいる。

外材	 �1月の入港実績は、秋田港でカナダ材と南洋材が各1隻、船川港で北洋材1隻、合計31千立メートルで
あり、円高も影響して在庫確保が一層進んでいる。震災復興需要により、昨年の住宅建築数が一昨年
を上回る見込みとなるなど合板需要が活発化しているが、価格は停滞気味である。

自動車販売	 �1月の新車販売台数は、登録自動車が1，783台（前年同月比143．0％）､軽自動車が1，675台（同
140．6％）で、合計3，458台（同141．8％）であった。今月は12月に復活したエコカー補助金等によ
り前年比でプラスとなっているほか、低燃費車種への買い換え需要も出てきている。

石油販売	 �ガソリンは1ℓ当たり140円で前月比2円引き下げ、軽油は1ℓ当たり124円で前月と変わらず、配
達灯油は18ℓで1，621円と前月比1円の引き下げとなった。寒波の居座りにより灯油の出荷が伸び
た。ガソリンについては値崩れ傾向にあり苦戦している。

商店街	 �駐車場及びアーケードの除排雪費用が組合の財政を圧迫してきている。(大館市)
	 連日の除排雪作業で消費者も店側も疲弊しきっており、客数が激減した。(湯沢市)

旅行	 �年末年始の受注は好調だったが、1月はブレーキが掛かったように低調で、前年同月比で国内旅行が
65％、海外旅行が87％であった。例年冬場に需要があった建築・土木関連の団体旅行の動きが低調
となっている。

一般建築	 �冬季のため現場での作業が遅れている。一方、大雪の影響で除排雪を請け負う業者は忙しい。

景況レポート
（1月分・情報連絡員80名）

寒波や大雪の影響などで消費が停滞
〜 TDK ㈱の生産拠点の集約化による影響が懸念される〜

【概況】1月の県内景況は、前年同月と比較して、景況が「好転」した
とする向きが3.8％ (前月調査5.0％ )､「悪化」が37.5％（同33.8％）
で、業界全体のDI値は－33.7となり、前月調査と比較して4.9ポイ
ント下回った。 
　内訳として、製造業全体のDI値は－31.2で前月調査（－34.3）と
比較して3.1ポイント上回った。また、非製造業全体は－35.4で前
月調査（－25.0）と比較して10.4ポイント下回った。
　県内は寒波と大雪の影響で旅行客の動きや商店街の客足が鈍り、
製材工場や建設現場でも操業度が低下した。
　一方、新車販売台数は、5ヶ月連続で前年を上回った。また、衣料
品は春夏物の生産が最盛期となり、合板需要も活発化しているが、円
高の影響で安価な輸入品の攻勢が強まり、収益は悪化している。
　なお、円高で著しく業績が落ち込んだTDK㈱が生産拠点の集約や
外部委託の縮小を決定し、雇用や受注の面で懸念材料となっている
� （回答数：80名　回答率：100％）
※DI値とは、Diffusion Index（ディフュージョン・インデックス）の略で、増加（好転）したとする企業割合から、減少（悪化）したとする企業割合を差し引いた値です。
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［天気図の見方］
  前年同月比のDI値を
  もとに作成しています。

［凡例］
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